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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月26日(2021.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤に形成された遊技領域に向かって遊技球を発射する発射手段と、
　前記遊技領域を流下する遊技球が入球可能であり、遊技球の入球に基づいて内部抽選を
実行する契機となる始動入球手段と、
　前記内部抽選が実行されることに基づいて、遊技者にとって有利な特定制御状態に遊技
状態を移行する遊技状態移行手段と、を備える遊技機であって、
　前記遊技機は、
　第１次の利益を遊技者に付与する第１次の入球領域に遊技球を入球可能とする第１次の
流路と、
　前記第１次の利益よりも小さな第２次の利益を遊技者に付与する第２次の入球領域に遊
技球を入球可能とする第２次の流路と、
　前記第２次の利益よりも小さな第３次の利益を遊技者に付与する第３次の入球領域に遊
技球を入球可能とする第３次の流路と、
　前記第１次の流路および前記第２次の流路の双方に遊技球を流下可能とし、前記第１次
の流路および前記第２次の流路のいずれか一方に遊技球を振り分けて流下可能とする作動
状態、および前記第３次の流路に遊技球を流下可能とし、前記第１次の流路および前記第
２次の流路に遊技球を流下不能とする非作動状態を有し、所定の作動条件の成立に基づい
て、前記非作動状態から前記作動状態となる作動部材とを備えることを特徴とする遊技機
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の遊技機は、遊技盤に形成された遊技領域に向かって遊技球を発射する発射手段
と、遊技領域を流下する遊技球が入球可能であり、遊技球の入球に基づいて内部抽選を実
行する契機となる始動入球手段と、内部抽選が実行されることに基づいて、遊技者にとっ
て有利な特定制御状態に遊技状態を移行する遊技状態移行手段と、を備える遊技機であっ
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て、遊技機は、第１次の利益を遊技者に付与する第１次の入球領域に遊技球を入球可能と
する第１次の流路と、第１次の利益よりも小さな第２次の利益を遊技者に付与する第２次
の入球領域に遊技球を入球可能とする第２次の流路と、第２次の利益よりも小さな第３次
の利益を遊技者に付与する第３次の入球領域に遊技球を入球可能とする第３次の流路と、
第１次の流路および第２次の流路の双方に遊技球を流下可能とし、第１次の流路および第
２次の流路のいずれか一方に遊技球を振り分けて流下可能とする作動状態、および第３次
の流路に遊技球を流下可能とし、第１次の流路および第２次の流路に遊技球を流下不能と
する非作動状態を有し、所定の作動条件の成立に基づいて、非作動状態から作動状態とな
る作動部材とを備えることを特徴とする。
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